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１無処理

２マルチ被覆

３－３－－．－－ｚ_上玉遡彊_土加.湿旦一
注）加湿処理は第３段花房開花期から

収穫終了時まで午前７時から午前１０

時まで行った。

試験旦_…加湿処.理璽-万.法_ｕ無_)L一
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１無処理

２連続加湿区

３－－３‐間欠加湿区一一一一一一
注）加湿処理は第３段花房開花期か

ら収穫終了時まで午前７時から９時

まで行い、間欠加湿区は３０分加湿

３０分休止の間欠処理とした。

５試験規模６３年ｌ区７株，１年１区１６株

６耕種概要

（１）播種期９月１５日（６３年）．９月１５日（１年）

（２）定植期１０月２６日（６３年），１０月２８日（１年）

（３）栽植密度畝幅１５０cm、株間３５cm，２条植え

…‐‐（４）施肥堂…….…lqa当_庭』qL…」》L三典』.飢墜__Ｒ皇Ｑ呉三36-.6“,…-Ｋ皇…Ｑ三胆,“8…
Ⅲ主要成果の概要

促成トマトの生育．収量及び果実品質に及ぼす施設内湿度の影響は次のと
おりである。

１湿度の変化は、無処理では夜間９５％前後で推移し、マルチ被覆区は無処
理区に比べ２～３％低い。加湿区は夜間９５％前後であるが処理時は１００%程度
まで上昇する。また、各区ともビニル開放後３０～６０％まで急激に低下する。

２各果房間の茎の太さや葉の長さは寸無処理区に比べ間欠加湿区で優れる。
３収穫果数は、加湿処理により減少し、平均果重は重くなるが、収量は栽

培年次による一定の傾向が認められない。また、加湿処理により平均果重

が増加した区では、果汁糖度が低下して果皮が軟らかくなる。

４病害は、加湿処理により灰色カビ病が発生し、葉かび病も多い傾向がみ

られる。

以上のように、空中湿度を高めることにより、果皮が軟らかく、糖度が低
下して、完熟トマトの特性が失われ、病害の発生も多くなる。
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試 験区果汁硬度果汁クエン硬度果汁クエン硬度果汁クエン

無
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篭△完加婦帆揮方法と収量及び異常果数（１年）－

試輪区一収量収穫果数平均果重窓あき果数チャック果数空洞呆璽
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連続加湿区４．７１８．１１０８．８０６．９９．７
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１高品質トマト栽培技術の資料として活用する。

２施設内の湿度が高いと病害が多くなり、果実品質が低下するので、施設
市娼酵尤下ハギヱト気海趣拙や内鴫削琶材の撰奈に洋音す為。

Ⅵ今後の研究上の問題点


